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出資法人経営状況報告書について 

 

 出資法人経営状況報告書を地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４３条の３第２

項の規定により、次のとおり提出する。 

 

   令和６年９月２日提出 

 

大東市長   坂  伸 子     
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事業報告書 

令和５年６月１日から 

令和６年５月３１日まで 

 

事業の状況 

【事業の経過および成果】 

大東市は、大東市公民連携基本計画において、能動的なまちづくりによりまちへの矜持を再

構築するために、「自分でつくったまちに住む」を開発理念とし、大東に住み、働き、楽しむ、コ

コロとカラダが健康になれるまちを目指しています。この計画のリードプロジェクトである「北条

まちづくりプロジェクト」は、次世代につながる住宅地域の再生をはかるために、エリアに点在

する公的資産を活用して一体的、段階的にエリア開発を進めるものです。 「morineki プロジェ

クト」はそのスタートアップ事業として、市営飯盛園第 2 住宅の跡地に、全国で初めて PPP 手

法を用いて、借上げ公営住宅となる住宅棟、生活利便施設等の整備を行いました。  

当社はこの morineki プロジェクトを推進するための特別目的会社として、株式会社コーミン

の出資により、平成 29 年 6 月 1 日に設立されました。PPP エージェントであるコーミンが市の

ビジョンに基づき、テナントリーシングおよびファイナンス協議を行い、特別目的会社である東

心株式会社が大東市とコーミンからの出資および、金融機関からのプロジェクトファイナンスで

事業を実施しました。 建物は東心株式会社が所有し、大東市はその民間賃貸住宅を市営住

宅として借り上げる他、公園・橋梁・周辺道路の整備を行いました。  

第 7 期におきましては、もりねき住宅各棟の駐輪場に屋根を設置し、ゴミ回収ボックス 4 基を

新設しました。かねてから不法投棄が多く、粗大ゴミも有料化されたため、ゴミ集積所付近に

防犯カメラも設置したところ、効果が得られています。引き続き、施設、エリアの適正な維持管

理に努めます。もりねき住宅の入居者から、住宅のハードに関する相談だけでなく、生活の困

り事や不安の相談があった場合も、市営住宅管理課や NPO ほうじょう、地域包括支援センタ

ーなどに繋ぎ、安心してお住まいいただけるよう支援をしています。 

地域環境を守りつつ、商業施設の活性化も図るため、株式会社コーミンと共に、「もりねき未

来会議（もりねきそとあそび協議会）」に参加し、もりねき広場でのイベント開催や周辺空き家

の利活用についても協議し、エリアとしての魅力向上にも努めました。 
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【財政状態】 

 当事業年度における財政状態は、現在固定負債として、長期借入金約 8 億 9 千 23 万円、

長期預り金（敷金・保証金）約 3 千 4 百 46 万円があり、純資産は約 4 億 3 千 8 百 19 万円で

す。 

固定資産は約 12 億 9 千 51 万円、資産の部（負債・純資産の部）合計は、約 13 億 7 千 2 百

98 万円です。 

 

株式の状況 

 当該事業年度における株式の状況は以下のとおりです。現在の資本金の額は 2 億 9990

万円です。 

 

① 発行可能株式の総数 10,000 株（1 株 10 万円） 

② 発行済株式の総数 5988 株 

③ 株主数 2 名 

④ 大株主 

株主名 普通株式持株数（株） 持株比率（％） 

大東市 10 50.0 

株式会社コーミン 10 50.0 

株主名 優先株式 1 号株式持株数（株）  

大東市 5968  
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事業計画書 

令和６年６月１日から 

令和７年５月３１日まで 

 

 第 8 期におきましても、morineki エリア全体の不動産の適切な維持管理・運営に努め、株式

会社コーミンと協働して、入居者の皆さまに安心して生活していただけるように、集合住宅とし

ての住まい方の周知などを行います。商業エリアや公園の魅力を市内外に発信し、近隣の方

にはより身近に感じてもらえるよう、また新規来場者の拡大につながるよう努めてまいります。 

 

 

7 期の実績  

・現金及び預金 80,834 

 

来期の予定 

・現金及び預金 103,860  

 

7 期の実績    税引後利益 ＋ 減価償却費 ＋繰延償却資産＋ 雑損失 ＋ 利息    

・DSCR  ＝                           

返済元利金   

 

          -19,012 ＋ 69,240 ＋ 16,592 ＋ 588 ＋ 18,295 

＝  

      63,390 

＝  1.35 

 

                                                 

来期の予定    税引後利益 ＋ 減価償却費 ＋繰延償却資産＋ 雑損失 ＋ 利息    

・DSCR  ＝                           

返済元利金   

 

          -17,404 ＋ 69,240 ＋ 16,592 ＋ 588 ＋ 17,385 

＝  

 63,390 

＝  1.36 

 

※金額単位：千円 

※DSCR 〉 1.0 である必要があり、数値が大きいほど借入金の返済に余裕がある 

※繰延償却資産は、消費税還付が受けられなかった 82,962 を５年で計上 
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